
 

 

 

 

 

第１回ジェンダーと防災に係る専門委員会議の開催について 

 

本市においては、ＳＤＧｓ未来安心都市・明石を掲げ、ＳＤＧｓの基本原則でもあるジェンダ

ー平等を実現するため、昨年から庁内にジェンダー平等プロジェクトチームを立ち上げ議論を重

ねてきました。特に兵庫県南部地震による被害(通称「阪神・淡路大震災」)を経験した当市にと

って、災害はいつでも起こりうる脅威であるにも関わらず、これまでジェンダー視点での議論が

積極的になされてきませんでした。 

しかし、災害対応力を強化するためには、性別・年齢・障害の有無・家族形態などの多様な観

点を盛り込むことが重要であり、例えば子供連れ、妊婦、障害を持つ方等は、避難に困難が伴う

など、避難生活での配慮が必要です。加えて、災害時は、平常時のくらしをめぐる課題が悪化・

顕在化する側面もあり、実際過去の災害では、避難所における女性への役割分担の固定化や性暴

力の増加、男性に比べて多い災害関連死等の問題が明らかになっています。 

これらの背景を踏まえ、ジェンダーや障害等の多様な視点から求められる対策について、明石

市防災会議に専門委員会議を設置し検討を開始いたします。なお、本会議の検討結果については、

本夏改定する「明石市地域防災計画」への反映を予定しています(詳細別紙参照)。 

 

記 

 

１．日時・場所 

  日時：２０２２年２月２日（水） １０時００分から１２時００分まで 

  場所：明石市役所本庁舎８階 ８０６ＣＤ会議室 

 

２．委  員 

  別紙の通り。 

 

３．内  容 

  ・開会、市長挨拶、委員紹介 

  ・専門委員設置の趣旨説明、検討の進め方 

・ジェンダー視点を取り入れた避難所運営 

・子育て等の事情を抱える職員が安心して災害対応にあたれる環境の構築 

 

４．傍聴について 

  会議の傍聴は可能ですが、カメラ・ビデオ撮影は冒頭のみとさせていただきます。 

記 者 提 供 資 料 

2 0 2 2 年 (令和４年 )１月２４日 

総務局総合安全対策室 木下・池田 

℡918-5069（内線 2435・2429） 

政策局ＳＤＧｓ推進室 箕作・森 

℡918-5010（内線 2302・2382） 
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明石市防災会議 ジェンダーと防災に係る専門委員会議 

検討の進め方 

 

第一回（2022 年 2 月 2 日） 

 専門委員設置の趣旨説明、検討の進め方 

 ジェンダー視点を取り入れた避難所運営 

 子育て等の事情を抱える職員が安心して災害対応にあたれる環境の構築 

 

第二回（2022 年３月） 

 10 年後の明石を見据えた防災・減災対策 

（地域と連携した防災力強化、女性等に対する被災後の生活再建支援の

在り方) 

 

ワークショップ 

 第三回に向けた論点抽出のため、障害当事者を交えたワークショップを開

催 

 

第三回（2022 年５月頃） 

 障害者、要配慮者の防災対策 

（特に在宅避難対策の在り方） 

 

第四回（2022 年７月頃） 

 災害情報等の市民への伝え方 

 提言案とりまとめ 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

明石市 ジェンダーと防災に係る専門委員会議 提言書 

 

提言案で取りまとめた施策の個別

論点について引き続き検討 

 

 

明石市防災会議（2022 年夏） 

 「明石市地域防災計画」改定 
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委員名簿 

 

No 氏 名 所 属 

1 浅野 幸子 

「減災と男女共同参画研修推進センター」共同代表 

早稲田大学地域社会と危機管理研究所 招聘研究員 

湘南医療大学 非常勤講師 

2 大野 美代子 藤江校区まちづくり協議会 会長 

3 古川 薫 明石市立鳥羽小学校 校長 

4 本塚 智貴 明石工業高等専門学校 講師 

5 木下 千敏志 明石市役所 理事（総合安全対策担当） 

6 真邊 由美子 
明石市役所 感染対策局あかし保健所 健康推進課

地域保健係長 

7 兵庫県立明石南高等学校 防災ジュニアリーダー（団体として参加） 

 
 
 


